	救出･救護の応急担架を作成

	平成２０年度南大内学区自主防災会の総合防災訓練は，１１月１６日（日），残念ながら雨天の中，小学校の体育館で実施されました。

各種訓練種目のうち救出･救護訓練では，防災器材は救出の器材を中心に各種備えているものの，数量は十分とは言えない現状です。

そこで地元消防分団員の指導のもと，古着や物干し竿を活用した，救護活動に使用する応急担架の作り方を防災部員の皆さんが体験しました。
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	取組のポイントと効果
●　古着と物干し竿を活用した応急担架の作成など，知恵と工夫により「できることから　はじめよう」を合言葉に取り組んでいます。

●　防災情報の共有により，「寝室を安全な場所に！」身近なものを利用した「防災グッズの確認！」など，「できることから，はじめよう」が，家具の転倒防止，３日分の食料の確保などに着実に繋がっています。
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